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３３３３ 豊前海区豊前海区豊前海区豊前海区

（（（（１１１１））））漁業生産漁業生産漁業生産漁業生産

17年の総生産量は、台風によるカキ養殖の被害などもあり2,960トンとなり、前年から

約330トン減少しました。このため、生産額は17億9,100万円となり、前年と比べ、約３億

５千万円の減少となっています。

■■■■漁船漁業漁船漁業漁船漁業漁船漁業

・17年の生産量は2,112トンで前年に比べ３％増加しました。生産額は14億4,600万円で

前年並でした。

・小型底びき網の漁獲量は1,072トンで前年に比べ２％減少、生産額は７億8,800万円で

前年に比べ４％減少しました。

・小型定置網の漁獲量は367トンで前年に比べ漁獲量は６％減少、生産額は１億8,900万

円で前年に比べ14％減少しました。

・採貝の漁獲量は17トンで前年に比べ25％減少、生産額は1,600万円で前年に比べ24％

減少しました。

■■■■魚種別漁獲量魚種別漁獲量魚種別漁獲量魚種別漁獲量

・カレイ類は、88トンで前年並でしたが、７

年以降漁獲量は減少傾向が続いています。

・ボラ類は、92トンで前年に比べ19％減少し

ました。

・スズキ類は、99トンで前年に比べ４％減少

しました。

・コウイカ類は、120トンで前年に比べ30％

増加しました。

・ガザミ類は、175トンで前年に比べ13％増

漁業種類別生産量、生産額の推移
（福岡農林水産統計年報）

魚種別漁獲量の推移
（福岡農林水産統計年報）
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加しました。

・クルマエビは、34トンで前年に比べ13％

増加しました。

・シャコは、281トンと前年並でした。

・アサリは、23トンで前年に比べ30％減

少しました。

■■■■養殖業養殖業養殖業養殖業

・カキの収穫量は、台風の影響を受けたた

め、814トンで前年に比べ28％減少、生産

額は３億4,100万円で前年に比べ46％減少

しました。

・ノリの収穫量（暦年）は34トン、生産額

は400万円で、前年に比べ収穫量は72％減

少し、生産額は91％減少しました。

■■■■経営体数経営体数経営体数経営体数

・17年の漁業経営体の総数は、425経営体で

減少傾向にあります。

・漁船漁業は、352経営体となっており、漁

業経営体総数の83％を占めています。この

うち、小型底びき網が145経営体、小型定

置網が46経営体、採貝が20経営体となって

います。

・海面養殖業は、73経営体となっています。

魚種別漁獲量の推移
（福岡農林水産統計年報）

カキ養殖収穫量、生産額の推移
（福岡農林水産統計年報）

漁業経営体数の推移
（福岡農林水産統計年報）
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各海区各海区各海区各海区のののの動向動向動向動向

（（（（２２２２））））海区海区海区海区をををを越越越越えたえたえたえた連携連携連携連携のののの促進促進促進促進＝＝＝＝豊築漁協豊築漁協豊築漁協豊築漁協とととと脇田漁協脇田漁協脇田漁協脇田漁協のののの連携連携連携連携＝＝＝＝

豊前海区では、１年を通じて様々な漁

獲物が水揚げされていますが、そのほと

んどが地元魚市場に出荷されています。

このため、同一魚種が多量に水揚げされ

る期間など低価格でセリが行われる傾向

があり、漁獲物の単価向上を図ることが

課題となっています。

一方、筑前海区では、朝市や直販所の

整備が進んでいますが、冬季はシケの日

が多くなること等から、冬季に店頭に並

べる商品の確保や品揃えに苦慮していま

す。

このような状況の中、県豊前海研究所の指導・助言により、豊築漁業協同組合の小型底

びき網漁業者が主体となって、冬季に豊前海で漁獲された漁獲物を筑前海の脇田漁協の直

販所「汐入の里」（北九州市若松区脇田漁港内）へ試験出荷する取り組みを行いました。

18年11月～19年３月の間に計16回、豊築漁協の漁業者が漁獲したヨシエビを300kg、ガ

ザミを200kgを、脇田漁協所有の活魚輸送車を使用して、「汐入の里」へ出荷した結果、ヨ

シエビが1,800円/kg、ガザミが1,300円/kgと、地元市場の約２倍の価格で販売することが

できました。また、年末を中心として特にヨシエビが喜ばれ、直販所を訪れたお客さんの

評判も上々でした。

豊築漁業と脇田漁協とは海区が違うこともあり、それまでほとんど交流がありませんで

したが、この取組を通じ、互いに連携の必要性を強く認識しあいました。今後も冬季には

豊前海の漁獲物を「汐入の里」で販売することが予定されています。

県は、引き続き、このような漁業者自らによる海区を超えた連携を応援していきます。

汐入の里販売用梱包試験出荷の様子

豊築漁協と脇田漁協の位置関係
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各海区各海区各海区各海区のののの動向動向動向動向

（（（（３３３３））））全国青壮年全国青壮年全国青壮年全国青壮年・・・・女性漁業者交流大会女性漁業者交流大会女性漁業者交流大会女性漁業者交流大会でででで水産庁長官賞水産庁長官賞水産庁長官賞水産庁長官賞をををを受賞受賞受賞受賞

＝＝＝＝安定的安定的安定的安定的ななななガザミガザミガザミガザミ漁業漁業漁業漁業をををを目指目指目指目指してしてしてして－－－－抱卵抱卵抱卵抱卵ガザミガザミガザミガザミ保護活動保護活動保護活動保護活動のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ－＝－＝－＝－＝

19年3月に実施された全国青壮年・女性漁業者交流大会で、恒見漁協青壮年部の池内賢

二さんが「安定的なガザミ漁業を目指して－抱卵ガザミ保護活動の取り組み－」のタイト

ルで発表を行い、水産庁長官賞を受賞しました。

豊前海では小型底びき網漁業をはじめ、小型定置網、刺網、かご漁業など様々な漁業で

ガザミが水揚げされており、当海区の重要な漁種となっています。

漁業者はガザミ資源の維持・増大を図るため、これまで、稚ガニの放流事業や全甲幅長

13cm未満の小型個体の再放流活動に積極的に取り組んできましたが、近年は漁獲量が減少

傾向にあります。

このような状況を踏まえ、恒見漁協青壮年部では、豊前海研究所の指導・助言を受け、

16年度から新たに抱卵した雌ガザミの保護活動に取り組んでいます。

活動の内容は、抱卵したガザミは卵がふ化するまで脱皮しない性質を利用して、漁獲し

た際に甲羅に「トルナ」と記して再放流を行うもので、３年間で１万７千尾の抱卵ガザミ

の保護を行いました。

県では、このような漁業者自らが取り組む資源の保護活動に対し、引き続き支援を行っ

ていきます。

「トルナ」と記された抱卵ガザミ

ガザミの漁獲量の推移

全国大会での発表の様子
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（（（（４４４４））））豊前海豊前海豊前海豊前海のののの試験研究情報試験研究情報試験研究情報試験研究情報 ＝＝＝＝耐波性耐波性耐波性耐波性・・・・高生産性高生産性高生産性高生産性カキイカダカキイカダカキイカダカキイカダのののの開発開発開発開発＝＝＝＝

■■■■背景背景背景背景・・・・目的目的目的目的

豊前海区では、全域でカキ養殖が行われ

ており、冬季における重要な漁業となって

います。しかしながら、中・南部海域にお

いては、養殖イカダが波浪の影響を強く受

け、破損被害が多いことや、波浪による振

動によりカキの成長が遅いことなどから、

養殖普及が進まない現状にあります。そこ

で、県では、波浪の影響を強く受ける海域

での養殖を推進するために、①耐波性能が

あり、②振動が少なく生産性の高いカキイ

カダの開発試験を行いました。

■成果成果成果成果のののの概要概要概要概要

カキイカダの開発にあたっては、耐波性資

材として、従来の孟宗竹に代えて腐食せず強

度に優れたＦＲＰ製パイプを使用しました。ま

た、イカダの浮体として、海水を入れることによ

り浮力が調整できるフロートを使用し、常に必

要最小限の浮力でイカダを浮かべることで、

振動が軽減できる構造としました。

このイカダを用いて海上での養殖試験を

実施したところ、新たに開発したイカダは

耐波性に優れ、かつ、振動が少ないことか

ら、従来のイカダと比較して単価の高い大

型のカキが生産でき、カキ収穫量も増加す

ることが明らかになりました。

今後、この耐波性・高生産性カキイカダの漁業者への普及を図ることで、豊前海区にお

けるカキ養殖の一層の発展を目指します。

１垂下ロープあたりの銘柄別カキ収穫量の比較

耐波性・高生産性イカダ
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４４４４ 内水面内水面内水面内水面

（（（（１１１１））））漁業生産漁業生産漁業生産漁業生産

内水面の漁業は、筑後川、矢部川をはじめ多く

の河川や湖沼で、アユ、オイカワ、コイ、フナ、

ウナギ、エツ等の魚類がさし網、投網、釣り、う

け、かご等で、シジミがじょれんにより漁獲され

ています。

養殖業は、コイ、ヤマメ、アユやウナギ等の養

殖が営まれています。また、全国で唯一のスイゼ

ンジノリの養殖も行われています。

漁業生産量は、11,041トン（12億2,700万円）

と前年に比べ11％減少しました。

■■■■漁業漁業漁業漁業

・17年の内水面漁業の漁獲量は、740トン（９

億2,300万円）で前年に比べ121トン減少し

ました。

・オイカワは、99トンで前年に比べ８％減少

しました。

・アユは102トンで前年並みでした。

・ウナギは34トンで前年に比べ13％減少しま

した。

・フナは、73トンでほぼ前年並でした。

・コイは、51トンでほぼ前年並でした。

・エツは、24トンで前年に比べ半減しました。

・シジミは187トンで前年に比べ13％減少しま

した。
魚種別漁獲量の推移

（福岡農林水産統計年報）

内水面漁業生産量の推移
（福岡農林水産統計年報・内水面研究所資料）
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■■■■養殖業養殖業養殖業養殖業

・内水面養殖業の収穫量は、前年に比べ39トン

減少し、17年は301トン（３億400万円）でし

た。

・コイは、141トンで前年に比べ12％減少しま

した。

・ウナギは、58トンで前年に比べ７％減少しま

した。

・アユは、15トンでほぼ前年並でした。

・ヤマメは８トンで、ほぼ前年並でした。

・スイゼンジノリは、79トンで前年に比べ14％

減少しました。

（（（（２２２２））））内水面漁業内水面漁業内水面漁業内水面漁業のののの振興振興振興振興

本県では、矢部川、筑後川、室見川、八木山川、今川、 祓 川、岩岳川、佐井川、花宗
はらい

池に共同漁業権が免許されています。県は内水面の漁協及び内水面漁連と協力して、内水

面漁場の水産資源の積極的な増殖と管理を行うとともに、消費拡大に努めています。

■■■■水産資源水産資源水産資源水産資源のののの増殖増殖増殖増殖

内水面関係の漁協・漁連及び県は、ア

ユ約100万尾、ウナギ約５万尾、モクズ

ガニ約８万尾など９魚種の種苗や受精卵

を放流しました。さらに、内水面の漁協

はオイカワ及びウグイを対象とした産卵

床の造成も実施しています。

また、筑後川の特産種であるエツにつ

いては、下筑後川漁協の施設において種

苗生産を行い、生産された稚魚が放流さ

れています。

魚種別収穫量の推移
（福岡農林水産統計年報・内水面研究所資料）

アユの放流（筑後川）
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■■■■外来魚対策外来魚対策外来魚対策外来魚対策

県内の内水面漁場では、ブラックバス及びブルーギル等の外来魚が多く生息し、水産

資源への影響が強く懸念されています。このため、県では移植放流に関する規制や密放

流防止のための啓発活動を行っています。また、筑後川、矢部川、今川など主要な漁場

では、漁獲対象種を守るため、漁業者によるブラックバス、ブルーギルの駆除活動が実

施されています。

さらに、外来魚の中でも駆除が難しいと

されるブルーギルについては、生態調査を

含めた駆除技術の開発に関する研究を進め

ており、内水面漁場管理委員会によりモデ

ル水域に指定された筑後川、矢部川、今川

及び祓川において実証試験に取り組んでい

ます。

また、漁協が主体となり、外来魚の駆除

を目的とした釣り大会を寺内ダム、犬山ダ

ム、力丸ダム等で行っています。

■■■■淡水魚介類淡水魚介類淡水魚介類淡水魚介類のののの消費拡大消費拡大消費拡大消費拡大

淡水魚介類の消費は、生産量の減少、消

費者ニーズの多様化、疾病発生による風評

被害等により、全国的に低迷しています。

県は淡水魚介類の消費拡大のため、内水

面漁連と連携し、地域のイベントや県農林

水産まつりにおいて、試食会やパンフレッ

ト配布といった宣伝活動を行っています。

18年10月には久留米市で開かれた筑後スロ

ーフードフェスタに下筑後川漁協が参加し、

モクズガニのかに飯、かに汁、手長エビの

唐揚げ等を販売しました。また各地域の産

業祭ではコイを主体とする試食会が実施さ

れ、淡水魚の味覚、栄養について宣伝、普

及が図られています。

消費拡大イベントの様子

駆除用漁具で採捕したブラックバス
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（（（（３３３３））））内水面環境内水面環境内水面環境内水面環境のののの保全保全保全保全

内水面の水産資源を維持、増大させるために

は内水面環境の保全が必要です。そのためには、

漁業者はもとより、遊漁者や一般の県民の協力

が不可欠です。県は、内水面漁連と連携し、河

川環境及び生態系の保全について、啓発事業や

環境調査等を実施しています。

また、漁協及び内水面漁連においては河川清

掃や研修が行われるなど、漁業者自ら環境の保

全に取り組んでいます。

（（（（４４４４））））コイヘルペスウイルスコイヘルペスウイルスコイヘルペスウイルスコイヘルペスウイルス病対策病対策病対策病対策

コイヘルペスウイルス病は、コイヘルペスウイルス（KHV）の感染によって発病するコ

イ特有の病気であり、コイの死亡率が高く、治療法も確立されていないことから、まん延

防止措置を厳格に行う必要があります。

なお、この病気はコイ以外の魚には感染せず、また、人が食べても全く問題はありませ

ん。

■■■■発生状況発生状況発生状況発生状況

本県では15年11月に初めて発生が確

認されました。16年度には河川やクリ

ークの天然ゴイや養殖ゴイで多発し、

大きな被害が発生しましたが、17年度

以降は発生件数が大幅に減少しました。

■■■■対策対策対策対策

県では対策チームを設置しており、検査体制の整備、関係機関との連携による監視強

化、県内全域を対象とするコイの放流規制、情報の発信、最新知見の収集、風評被害対

策などを行ってきました。今後もこれらの取り組みを継続し、まん延防止、被害拡大防

止に努めます。

河川清掃活動（矢部川）

県内での発生状況（陽性確認件数）

筑後川流域 2 39 3 0 44

（うち養殖場） (2) (4) (0) (0) (6)

遠賀川流域 7 8 1 16

（うち養殖場） (0) (1) (1) (2)

福岡地区 5 1

（うち養殖場） (0) (0) (0)

計 2 46 16 2 60

（うち養殖場） (2) (4) (1) (1) (8)

年  度 15 16 17 計18
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（（（（５５５５））））内水面内水面内水面内水面のののの試験研究情報試験研究情報試験研究情報試験研究情報 ＝＝＝＝アルテミアアルテミアアルテミアアルテミアにににに替替替替わるわるわるわる生物餌料生物餌料生物餌料生物餌料のののの大量培養大量培養大量培養大量培養ににににメドメドメドメド＝＝＝＝

■■■■背景背景背景背景、、、、目的目的目的目的

全国で栽培漁業の対象種として放流され

てるヒラメやクルマエビなどの人工種苗の

大量生産では、ふ化後に与える初期餌料と

してアルテミアというエビの一種を多く使

用しています。

このアルテミアは海外から輸入しており

供給が不安定であることから、安定的に人

工種苗の生産を行うためには、アルテミア

に替わる餌料の開発が重要な課題の一つと

なっています。

そこで、県内水面研究所では、当所で開

発した淡水ミジンコ大量培養システムやそ

の開発過程で得たノウハウを応用してアル

テミアに替わる初期餌料として海産ミジン

コの大量培養の技術開発に取り組みまし

た。

■■■■成果成果成果成果のののの概要概要概要概要

従来の技術では、数個体／ｍｌの培養密

度であったものを、今回の技術開発により

約50個体／ｍｌにまで飛躍的に高める技術

を開発しました。また、クルマエビ種苗な

どを用いた成長試験では、アルテミアと同

等の餌料効果を持つことを確認しました。

さらに、海産ミジンコは親と子の２つの

段階で餌として利用でき、子ミジンコはア

ルテミアより小さいため、より小さな餌生

物を好む種苗の飼育への応用も期待されて

おり、今回の基礎技術の開発を踏まえ、海

産ミジンコの大量培養手法のさらなる改良

に取り組んでいきます。

海産ミジンコ

海産ミジンコ大量培養装置

収穫した海産ミジンコ

（中央の緑にみえるものは、海
産ミジンコの餌料となるクロレ
ラです）


